
―協会―こ の度は東京帽子協会、 ＮＥＷ  ＨＡＴ の

企画の取材に御協力をいただき ま し て誠に

あ り が と う ございます。 巣鴨地蔵通 り 商店

街を歩 き 、 あ た たかい 「い ら っ し ゃい ま

せ」 の声で迎えて く ださ った田村さ ん、 早

速取材させていただき たい と思います。

はじめに、 タ ム ラ さ んの歴史をおきかせ く

ださい。

―元秀 氏―１９３２ 年 （昭和 ７年） に誕生し て、 創

業 ８４年の歴史があ り ます。 私の父 ・ 政次

の叔父にあた る、 田村政七さ んが新潟県

の長岡か ら上京し て、 神田にお店をだ し

たのが最初です。 戦前 と い う 時代背景 も

あ り 、 地道に努力を し て、 当時では斬新

な発想で も あ る オ リ ジナルブ ラ ン ド の

ネーム をいれた帽子が爆発的に売れたそ

う です。

そ こ に私 （元秀社長） の父であ る田村政次
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さ んが修業を し に上京、 結婚を し て、 念

願のお店を巣鴨にだ し ま し た。 お店を亀

戸にだすか、 巣鴨にだすか、 かな り 迷っ

たそ う です。 私 （元秀社長） の母が 「神田

の店で結婚式を挙げ、 神田の店か ら こ の

巣鴨の店までが新婚旅行だった」 と よ く

話し ていま し た。

それ と 、 父が神田の店に勤めていた頃は

帽子の全盛期で、 どんな人で も帽子をか

ぶっていたので、 帽子は飛ぶよ う に売れ

たそ う です。

―協会―その時代にオ リ ジナルブラ ン ド と は、 本

当に斬新な発想ですね。 元秀社長も才能を

受け継ぎながら、 今日まで努力されてき た

か と思いますが、 特に印象に残っている出

来事などはございますか？

―元秀 氏―そ う ですね…、 最近は街を歩いて も、

へべれけに酔っぱら っ てい る人を あ ま り

見かけな く な り ま し た （笑）

むか し は、 酔っぱら っ た人が多 く て、 よ

く 店に来て は 「おい、 帽子屋！！い る

か？」 と 入っ て く る。 何を言って も 気に

入 ら ない も んだか ら暴言を吐 く 。 そ う い

ったお客様を宥めて、 最後には購入し て

も ら う のですが、 意外に も 気に入 ら れ、

その後 も御指名で来て く だ さ る よ う にな

り ま し た。

―協会―おも し ろいお話ですが、 これは一つの販

売技術 （テ ク ニ ッ ク） みたいな も ので、 す

ご く ためにな り 、 いろいろな場面での応用

ができ ますね。 深いお話しです。 他にはあ

り ますか？

―元秀 氏―御夫婦で来 ら れたお客様のお話 し

で、 奥さ まが 「あなた、 それよ く 似合 う わ



よ」 と い う 言葉に、 旦那さ まが 「お前が言

う な ら、 こ れに決め よ う 」 と 言って購入

し て く だ さ いま し た。 夫婦仲の よ さ が感

じ ら れるお客様が、 た まにい ら っ し ゃい

ます。 本当に微笑ま し く 、 嬉し く も あ り 、

楽し く なって、 ついサービ ス （おまけ） し

た く なって し まいます （笑）

帽子はかぶ り なれない と 、 すご く 難し い

と こ ろがあ って、 抵抗感も あ り ます。 た

く さ んあ る商品のなかで、 人にほめ ら れ

て 「じ ゃあ、 これに決めよ う 」 と即決でき

る と い う こ と は、 本当に素直な人でなけ

れば絶対にでき ないこ と だ と思います。

―協会―心の温ま るお話し を、 あ り が と う ござい

ます。 元秀社長を感動させる こ と ができれ

ば、 サ ー ビ ス （お ま け ） し て く れ る か

も！？

冗談は別 と し て、 こ のお店に来て最初に感

じ た こ と は、 元秀社長 と笑顔の素敵な昇子

さ ん （奥様） 御夫婦の仲のよ さ と、 頼 り が

いのあ る 旬 さ ん （息子様） 家族の温か さ

が、 お店の雰囲気に も 反映 さ れてい ます

ね。 昇子さ ん と旬さ んのお話し も、 きかせ

ていただけますか？

―昇子 氏―お恥ずかしいですが… （笑） 私は、 長

野県の上田の出身で、 人 と お話しする こ

と が好き で し た。 学生の頃は、 ス ポーツ

用品店でアルバ イ ト を し ていま し た。 兄

も、 東京の大学だっ た こ と も あ り 、 親の

反対をおし き って、 １８ 歳の時に東京へ上

京、 人 と 接する こ と ので き る接客業を強

く 希望し ていたので、 上京し てすぐ に就

職。 そ し て結婚。 今で も 、 た く さ んのお

客様 と お話し がで き、 ま た子供の頃か ら

好 き だ っ た帽子 を お客様に御提案 し た

り 、 と にか く お客様 と お話し で き る こ と

が、 楽し く 幸せです。



―旬 氏―東京帽子株式会社 （現・オーベク ス株式

会社） で １６年勤務し、 いろいろな こ と を学

ばせていただき ま し た。

私は、 父 （元秀社長） の背中を子供の頃から

ずっ と みて き て、 自然 と 帽子に触れ、 いつ

もかぶ り 、 帽子が大好きになっていま し た。

父か ら学んだ こ と も た く さ んあ り 、 その中

で も無理な要望の多いお客様で も、 不機嫌

なお客様で も、 最後まで誠心誠意、 ま た来

たい！ と 思って く れる よ う な接客を心がけ

てい ます。 数日前に来店 さ れたお客様で、

さ んざん悩み、 不満をぶつけ、 正直無理な

こ と も言われ帰ら れま し た。 と こ ろが次の

日に来店されて、 「おにいちゃん と話し を し

て、 考えて ま た来た よ。 俺に本当に似合 う

帽子を提案し て く れたか ら」 と 購入し て く

ださいま し た。 本当に嬉しかったです。

―協会―是非、 私にも提案し てほしいです。 買い

ますね （笑） いつも た く さ んの帽子をみて

いる と、 やっぱ り 迷って し ま う ので…。

迷われているお客様に、 伝えたい想いはあ

り ますか？

―旬 氏―そ う ですね…、 今までかぶった こ と の

ない タ イ プの帽子も 、 挑戦し てほ し い気持

ちがあ り ます。 た と えば、 購入し て も いつ

のまにか、 かぶら な く なっ て し ま う と い う

話 し を、 お客様か ら よ く 聴き ます。 特に、

店員 と 話し をせずに購入し た場合に多いそ

う です。 ま た、 帽子は似合わない と 思って

い る方が多 く 、 かぶってみる と 、 すご く 似

合っていた り する ので、 理想は買っ てほ し

いですが （笑） 買わな く て も気軽に、 店員に

声 を か け て ほ し いですね。 年齢は関係な

く 、 た く さ んの方に帽子をかぶってほ し い

ですし、 お客様が本当に喜んで く だ さ る提

案、 お手伝いをする こ と が私のポ リ シーで

も あ り 、 ま た購入し て く だ さ った帽子をか

ぶって、 お店に遊びに来て く ださ る こ と が、

なによ り も嬉しいこ と です。

―協会―確かにそ う ですね。 私も心から、 た く さ

んの人に帽子をかぶってほしいです！！

―元秀 氏 ・ 旬 氏―そ う いえば、 こ の前も嬉しい

こ と があ り ま し た。

「これから相撲を観に行 く のだけど、 テレ

ビにハゲあた まが映っ て し ま う と 嫌だか

ら、 ぬがな く て も よ い帽子がほ し い」 と

白いベ レ ー帽 を 購入 し て く だ さ い ま し

た。 私 （元秀社長） は相撲が好きで、 いつ

も の よ う にテ レ ビ を観ていた ら、 白いベ

レー帽をかぶったお客様ら し き人が映っ

て、 なん と も いえ ない嬉 し い感動が…。

後日、 そのお客様が来られて、 「本当に買

って よ かった。 それに、 すご く 気に入っ

た よ」 と 喜んで く だ さ り 、 ま た偶然に も

新潟出身の方だっ たので、 話し も更に盛

り 上が り ま し た。 なに よ り 、 帽子を気に

入って く ださ った こ と が嬉しいですね。

―協会―思い出に残る、 素敵なお話し をあ り が と

う ございま し た。

さ て、 話 し は変わ り ますが、 メ ーカー さ

ん ・ 問屋さ ん ・ 東京帽子協会に要望 と い う

か、 期待し ている こ と はあ り ますか？

―元秀 氏― メ ーカーさ ん・問屋さ んにですが、 い



つも よい商品を、 また臨機応変に対応し て

く ださ り 、 心から感謝し てお り ます。 これ

から も、 前年のも の と は違ったデザイ ンを

だすだけでな く 、 なにか付加価値をつけた

も のを期待し ています。 閉店する帽子屋さ

んが多いなか、 逆に若い人が “帽子屋をは

じめたい” と頑張っている方もいて、 それ

は本当に嬉しいこ と で、 また頑張っている

人を、 これから も応援し続けてあげてほし

いですね。 やっぱ り 帽子屋 さ んは、 “１ 軒

あればそれでよい” ではな く て、 よい商品

をた く さ ん扱い、 競争し あいながら、 お客

様にお店を選んでも ら う と い う 状況をつ く

ら ない と 駄目だ と 思い ます。 店が増えれ

ば、 お客様も買物が楽し く なる し、 帽子業

界も盛 り 上が り 、 更なる向上につなが り ま

す。 厳しい業界かも しれませんが、 これか

ら も希望を持ち続けてほしいです。

―協会―あ り が と う ございます。 我々も全力で取

り 組みます。 個人的には、 た く さ んの芸能

関係 の方 に帽子 を かぶ っ て ほ し い です

（笑）

―元秀 氏―東京帽子協会 さ ん、 いろいろ と 御苦

労 も あ る か と は思いますが、 こ れか ら も

無理はせずに、 少しずつで も活発な活動

を期待し てお り ます。

―協会―あ り が と う ございます。 最後に、 御家族

の方に一言、 そし て タ ム ラ帽子店さ んのお

すすめ商品、 売れ筋商品を御紹介いただけ

ますか？

―元秀 氏・昇子氏・旬氏―数も少な く 、 貴重なの

で、 あ ま り 大き な声では言いた く ないけ

ど… （笑） Ｉ さ ん と い う 方が扱 う 、 ハンチ

ン グ帽がおすすめです。 こ れは特別で、

つ く り が と て も面倒、 かな り 無理し て も

ら っています。 デニムの生地なので、つ く

る時には針も 折れやす く 、 時間も かか り

ます。 内側には、 アジ ャ ス ターがついて

いるので、 と て も かぶ り やすい帽子です。

も う 一つは、 ラベン ター色のかわいい帽

子で、 御年配女性の方に人気、 品があ り 、

高級感のあ る、 タ ム ラ帽子店の売れ筋商

品です。

それか ら 、 本人の前では言え な い け ど

（笑） 妻 （昇子氏） には、 結婚し て ５１年、

本当に感謝し ています。 お店で も 、 女性

か ら の視点でお客様への御提案 と おも て

な し、 お店に と って も貴重な存在なので、

こ れか ら も 店を支えてほ し い。 そ し て、

いつまで も元気でいてほ し いです。 息子

（旬氏） には、 帽子屋を継ぐ と言って く れ

た時は本当に嬉し かった。 期待し ていま

す。

―協会―本日は御多忙のなか、 本当にあ り が と う

ございま し た。

御結婚された時は、 ち ょ う ど東京オ リ ンピ

ッ ク の頃ですね。

数年後の東京オ リ ンピ ッ クは、 是非と も御

夫婦で観てほしいです。 そし てお孫様を横

に、 御家族皆様で、 素敵な帽子をかぶ り な

がら、 東京オ リ ンピ ッ ク を楽しみ、 いつま

でも元気で頑張って く ださい。 あ り が と う

ございま し た。






